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全国研の参加申し込みはすみましたか？

参加申し込み方法

右記の二次元コードから
参加申し込みが可能です。

しめきり

参加費 4,000円

2023年9月30日（土）

2023.9.14

申し込みはお早めに★

当日受付はありません。必ず9月
30日までに参加申し込みをお願い
します。全体会の会場参加・会場開
催の分科会は定員があります（先着
順）。お早めのお申し込みを

１ 日目：１１月４日（土） 2 日目：１１月5日（日）

13時～17時 終日：10時～16時／ＡＭ：10時～12時30分
／ＰM：13時30分～16時●全体会現地会場

パルテノン多摩（東京都多摩市）
●オンライン配信・後日配信あり

●分科会現地会場

桜美林大学プラネット淵野辺キャンパス
（神奈川県相模原市）

●分科会により、会場開催とオンライン
開催に分けて実施

申し込み

参加申し込み方法は、WEB申し込み、FAX
申し込みがありますが、WEBでのお申し込み
がスムーズです。
先着順のため、現地参加希望の方はWEBか

らのお申し込みをおすすめします。なお、
WEB申し込みは、名鉄観光サービス株式会社
MICE（マイス）センターのWEBサイトで行っ
ていただきます。くわしくは、右記の二次元
コードよりWEB申し込みの流れをごらんくだ
さい。

開催日は3連休のため、
宿泊や交通は大変な混雑
が予測されます。各自、
早めに手配をお願いしま
す。

写真：

2015年in大阪

http://www2s.biglobe.ne.jp/~Gakudou/zenkokuken/d58/
https://www.mwt-mice.com/events/2023gakudo
https://www.mwt-mice.com/events/2023gakudo
http://www2s.biglobe.ne.jp/~Gakudou/zenkokuken/d58/d58zkk_appli_form_man.230703.pdf


●第58回全国学童保育研究集会についてのお問い合わせ先 【集会事務局】
TEL ： 03-3813-0477 （１０時～１７時。土日祝日休業）
Email d58zkk@xrh.biglobe.ne.jp
HP http://www2s.biglobe.ne.jp/~Gakudou/zenkokuken/d58/

全国研広報チームより
「つながろう！！全国研」広報チームニュースは順次発行

していきます。地域での情報発信にもぜひご活用ください。

全国研特設
ホームページ

「全国研とわたし」と題して、全国研に
参加した体験談を掲載していきます。

分科会紹介 広報チームニュースでは、分科会の紹介を掲載していきます。
分科会を決める参考にしてみてくださいね♪

第9分科会 終日

世話人 岩渕康之さんより

よりよい施設を子どもたちに－毎日の生活の場

この分科会は簡単に言うと、「明日も帰ってきたいと思える学
童保育にするために、施設・設備の面から考えていきましょう」
という分科会です。人的環境はもちろん大切ですが、子どもたち
に必要のない苦労をさせたり、ストレスを与えるような施設環境
は、「子どもの最善の利益」に反していると言えると思います。
例えば、トイレに行くのに長蛇の列に並ばないといけない、手

を洗うのもひと苦労、下駄箱は靴が散乱していて自分の靴を探す
のも大変など……。「音環境」の大切さについても、考えたいと
思っています。騒がしくて声を張りあげないと会話ができない、
指導員の声がとどかないといったことなどは、もしかしたら部屋
が響きすぎる構造や素材でできているからかもしれません（分科
会では、実際に吸音材を貼った施設の様子を紹介します）。
逆に、どういう施設だったら理想的と言えるのでしょうか。ま

ず、そうした環境についての理想や違和感、気づきを大切にして、
実際にどのようにしたら行政に働きかけて改善することができる
のか（あるいは実現に結びつけることができるのか）、また自分
たちで改善できることはないのかを考えたいと思います。「うち
の施設を『Zoom』で紹介してもいいよ」という方も募集したい
と思っています。よろしくお願いします。

Facebookの第58回全国学童保育研究集会ページが
完成しました。Facebookを登録されている方は、ぜひこちらから
登録をお願いします♪左記の二次元コードよりごらんください。
なお、Facebookのアカウントがない方でも閲覧できます！

◆ひとつの灯
１月に大きな地震があった年にはじめて、全国研に参加しま

した。その年、小学６年生だった息子の学童保育所は全壊。私
たち民設民営の事業所は、存続の危機に瀕していました。その
ときに、全国連協からの支援の呼びかけで、学童仲間からたち
まち多額の「救護募金」が寄せられました。当時はまだ学童保
育の法制化前で、このご支援をどれほどの「力と勇気」とした
ことでしょう。ご報告の機会をいただき、復興の粉塵舞う神戸
から滋賀県の大津へ。会場の人波はひとつの灯のようで心が緩
みました。あたたかい、あたたかい思い出です。

池田正子(兵庫県学童保育連絡協議会・副会長）

◆全国研での素晴らしい出会い
全国研では、東日本大震災に関わる特別報告をさせても

らいましたが、私にとってはじめての全国研は、現役保護
者時代の分科会報告者でした。そこで知り合った指導員さ
んが、じっとしているのが苦手な娘の相手をしてくださり、
夕食もご一緒しました。その後も連絡を取っていましたが、
留学され、関係も途絶えました。
それから10年余。震災支援の関係で、NGOの活動現場

に行くと、なんとそこにいたのは、あのときの指導員さ
ん！ 評判の子ども支援は彼女によるものでした。お互い
にビックリ。全国研での学びが、それぞれ活動の底流とな
り、再び私たちを引きあわせてくれたのです。全国研とい
う場の不思議な力を感じる再会でした。
 池川尚美（宮城県学童保育緊急支援プロジェクト）
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①③ 2017年in兵庫
②    2013年in岡山

第1分科会－④ 終日

学童保育の生活－大切にしたいこと

この分科会は例年、新人の指導員（放課後児童支援員・補
助員）が多く参加しています。
まず前半の講義では、学童保育の役割と、その役割を果た

す指導員の基本的な仕事内容を確かめ、学童保育に通う子ど
も理解と働きながら子育てしている保護者の思いや願いを理
解するための視点、また、「生活づくり」の意義と具体的な
内容などを、実例を交えながらお伝えしたいと思います。
後半は、日々の保育のなかで感じていることや悩みなどを

出しあいながら、参加者の皆さんといっしょに、学童保育の
生活のなかで大切にしたいことを考えあいたいと思います。
子どもと関わる指導員の仕事には、悩みはつきません。この
分科会は、対面での開催です。直接顔をあわせて、迷いなが
ら悩みながらの日々の実践を語りあいましょう！ そして、
「しんどいこともあるけれど、やっぱり学童保育っていいよ
ね～」とみんなで思えるような、元気な分科会になるといい
なと思っています！ 参加者の皆さんとお会いできることを
楽しみにしています。ぜひ、ご参加くださいね (^^)/

講師 重木奈穂美さんより

http://www2s.biglobe.ne.jp/~Gakudou/zenkokuken/d58/
http://www2s.biglobe.ne.jp/~Gakudou/zenkokuken/d58/
http://www2s.biglobe.ne.jp/~Gakudou/zenkokuken/d58/
https://www.facebook.com/profile.php?id=61550679488758
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